

































その他の介入技法として，Segal, Williams, & Teas-
dale（2002）によって開発されたマインドフルネス認知






MBCT 共に 8 週間に渡るプログラムであり，週に 1 度
のセッションに加えてホームワークが課されている。
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て，Cohen’s d＝0.50 （95%CI: 0.43－0.56; p＜.0001），身




ている。例えば，Baer, Smith, Hopkins, Krietemeyer, & 
Toney（2006）は，マインドフルネスは瞑想経験のない
個人でも日常的に体験され，かつその程度には個人差が

















































































Poulin, & Seidman-Carlson, 2006）。また，勝倉・伊























証明されることが多い（Bishop et al., 2006）。しかし，
その効果がどのような作用機序によるものであるかは明
らかにされておらず，研究が進められている（e.g. , 
















































有意に減少することが示された（Birnie et al., 2010）。
共感的関心に関しては相関研究と同様に結果が一貫して
いない（Birnie et al., 2010; Leppma & Young, 2016）。
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また，MT を行っても共感性の変化が見られなかった研



































Table 1 　IRI と FFMQ の相関係数
IRI
FFMQ N 実験参加者 視点取得 空想 共感的関心 個人的苦痛 合計得点









.60 ** .11 .37 * -.34 * .52 **
描写 .46 ** -.19 .11 -.53 ** .17
意識的行動 .44 ** -.12 .28 -.29 .28
判断しないこと .57 ** .16 .26 -.33 * .48 **
反応しないこと .57 ** .04 .31 -.45 ** .44 *
* p＜.05, ** p＜.01
Table 2 　MT による共感性の変化
N 実験参加者 介入技法 結果
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